
3 .魚礁設置適正化試験

調査目的

既設魚礁の利用状況を把握すると共に 柏沖合に51年度設置された魚礁を対象として効果の過程を

把握し，今後における魚礁設置の適正化をはかることを目的とする。

E 調査内容

1 調査期間

2. 調査海域

3 調査員

4 調査船

5. 調査項目及び方法

(1)魚礁利用状況

昭和 53年 4月~昭和 54年 3月

全県(利用状況把握)及び六ケ所村泊沖(効果調査)

技師 小田切譲二 主任研究員 十三邦昭

第 2進栄丸 4.16トン 20馬力

51. 52年度に行ったアンケート調査に魚礁を利用している旨回答のあった26漁協の魚礁利用漁

業者(I漁協10名)を対象にアンケ 卜調査を行った。

(2) 魚礁設置効果

A 漁獲試験

51年度六ケ所村泊に設置された魚礁を対象に刺網による漁獲試験を行づた。(大型魚礁，天

然礁，対象海域)

B 主要魚種の生産推移

泊漁協に水楊された魚種別漁獲量と，県統計から当地区の漁獲を調べた。

皿調査結果

1 魚礁利用状況

魚礁を利用している漁船は，大半が5トン以下であり， このうち 3トン以 Fの船が 5劃程度であ

る。利用漁業は釣，底刺網が主で，利用時期は日本海は呑，津軽海峡では秋から呑，太平洋では春

から秋が主となっている。

年間出漁回数は，多い船で 250-260日で平均 160- 170である。

このうち魚礁利用は最高90日，平均 40日ほどである。

魚礁を利用しない船の 1日平均漁獲金額は， 52年にはおよそ10-30千円で平均では22子円で魚礁

利用船の漁獲金額は10-30千円で魚礁を利用しなかった場合とほとんど変らないが平均25千円でやや
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多くなっている。

魚礁で獲れる魚は数量的に，ソイ，アイナメ， ヒラメ，メバル，カレイ，イシナギ，タイ，アラ，

タコ，スズキ，サパのI1民である。

魚礁での漁獲量は最高 70-80 kgで普通 20-40 kgで，平均34kgほどである。

魚礁と天然礁での漁獲を比べると，魚礁の方が優るとする地区が 1/3ほどあった。

魚礁の設置された水深は，天然礁より深いところが多いが，今後魚礁を設置する場合の希望水深

は現在魚礁が設置されている水深によって異なり，水深 30-50 mに設置されている地区では深い

所を80-100 mに設置されている地区では浅い所を望み，現在と同じで良いとするのは水深60-

100 mに魚礁が設置されている場合である。

また，魚礁の高さが2-5mある地区では，現在と同じで良いとしている。

魚礁設置の仕方については，ーケ所にまとめて設置と，数ケ所に分散設置の意見がほぼ同数あっ

たことは，一定の高さを必要としつつも漁場としての広さをも求めているものと考えられる。

魚礁が希望する海域に設置されたかという聞に対しては 65人中 32人が希望通りと答えている。

一方， 23人は希望した海域ではなかったと回答しており，地区別では太平洋がやや多いようであ

る。

希望する海域に入らなかった理由としては，①他漁業との調整(底曳網，施綱) @共同漁業権

との問題(共同漁業権内に希望)であった。

2. 魚礁設置効果

(1) 漁獲試験

A 魚礁設置状況

位置 中山崎から磁針方位 166.50 (真方位 159") 3.1 krn 

水深 51m 

底質 中砂(中央粒径値 0.30-0.35棚)

魚礁の高さは，中心部において 2-3mで20- 30 mの円内にブロックは集積し，そのまわ

りに単体のブロックが散在している。

B 集魚状況

a 大型魚礁

漁獲された魚種は数量の多い11鼠にマコガレイ，<ガレイ，イシガレイ，ムシガレイ，アイ

ナメ，ホッケ，カナガシラとなっている。

b 天然礁(カタイワの根)

数量はイシガレイ，パパガレイ，アイナメ，マコガレイ，スナガレイ，オコゼ，ガンキエ

イ，ヌマガレイ，キツネメノゼル，ホシザメのj頗であった。
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c 対象海域(カタイワの根の沖)

数量はイシガレイ，マコガレイ，マガ

レ寸，スナガレイ，パパガ、レイ， 7イナ

メ，ホッケ，オコゼ，カナガシラ，ギン

ポ，ガンギエイのl願であった。

東j網の反当り漁獲尾数を求めて比較す

ると，大型魚礁は 7 ガレイ及ひeマコガレ

イの2種が天然礁より優っていた。

C 主要魚種の生産推移(六ケ所村〉

a 漁獲量

最も漁獲量が多く安定した生産をあげ

てきたスルメイカ及びカタクチイワシが

減少し，近年 (48- 52年)はサパ，サ

ケが増加しこれらの減少分を補っている

この外に増加の顕著な魚種として 7 グロ

ヒラメ，カレイ及びサクラ 7 スがある。

b 漁獲金額

漁獲の減少にかかわらずスルメイカが
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第 1表 アンケ ト調査実施結果

漁協名
アンケト

回答者数 回 率
対象者

階 上 5 4 

八戸市南浜 10 3 30 

" 鮫浦 10 4 40 I 

" 白銀 3 1 33 

八戸市 5 4 80 

百石町 10 5 50 

白 検 10 3 30 

下風 呂 10 4 40 

大 間 10 l 10 

奥 戸 10 8 80 

佐 井 10 5 50 

平 館 10 3 30 

厩 10 3 30 

下 目リ 10 10 100 

脇 ヨじ 5 4 80 

十 4 3 75 

正山ヨ 崎 8 5 63 

沢 3 2 66 

A 仁コ 計 143 72 50. 3 

主位を占めてきたが， 51. 52年の 2ヶ年，初めてスルメイカに代ってサケが主位となった。

近年増加の著るしい魚種としてヒラメ，マグロ サクラマス ウニ及びカレイがある。

以上みてきたように海底平担で，底質砂の海域に魚礁を設置した当地区では，設置効果は

カレイ(特にマガレイ)の漁獲増となって現われている。

一方，カレイ， ヒラメ類の漁獲増は全て魚礁効果とみなせるものではなく，刺網漁業の隆

盛増加に負うところが大きい。

すなわち，タイヤ礁及び大型魚礁の設置による魚類蛸集が当該漁業の増加に拍車をかけ，

漁獲増に結びついたものと言えよう。
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第 2表 六ケ所村主要魚種漁獲量(上位10種)

hil 34 - 52年 標準偏差 変動係数 48-52年

平均漁獲量xiI S S 
平均漁獲量x.t 

ス Jレメイカ 2. 870 トン 1. 290 トン O. 5 1，368 トン

カタクチイワシ 850 770 0.9 643 

てF サ ，、主 380 360 0.9 819 

イ カ ナ コ 330 260 。.8 355 

サ ケ 141 162 1. 1 355 

てr イ ワ '/ 88 189 2. 1 125 

カ レ イ 79 145 1. 8 249 

ヒ フ メ 74 134 1. 8 242 

マ ゲ ロ 46 150 3. 3 168 

サクラ 7 ス 36 43 1. 2 103 

(県統計)

第 3表 六ケ所村主要魚種漁獲金額(上位10種)

Ml 36 - 52年 標準偏差 変動係数 48 - 52年

平均漁獲金額Yt
S S 

平均漁獲金額y， 

スルメイカ 325百万 158百万 O. 5 446百万

サ ケ 132 175 1. 3 345 

ヒ フ メ 63 1'14 1.8 193 

て7 ゲ ロ 48 146 3. 1 162 

イ カ ナ コ- 44 52 1. 2 111 

カタクチイワシ 34 21 O. 6 38 

サクラマス 32 47 1. 5 98 

てr サ ノ、t 29 34 1. 2 58 

ウ 一 25 71 2. 9 83 

カ レ イ 25 48 2. 0 76 

(県統計)
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第2図水深図

mv ...， 
50 0 55 .._ 

。

。

。ノ 2 .3 ~ S ~IIレ

-276-



(.¥.1刻

E大日淳、

口
四

立48ゐj八

天然石1¥

魚種別漁獲尾数第 4図

号金

ハυ

4 

2 

8 

6 

ホ
シ
、
サ
メ

ガ
vん
4

ベエイ

カ
ナ
ガ
シ
ラ

オ
ヨ
、
M
U

ギ

ン

ポ

ホ
ッ
ケ

キ
ツ
ネ
メ
穴
山
川

7
J
ナ
メ

ム
シ
ガ
レ
イ

7
マ
ガ
レ
イ

ス
ナ
ガ
レ
イ

マ
コ
ガ
レ
イ

マ
方
レ
イ

イ
シ
ガ
レ
イ
a

パ
パ
力
レ
イ

勾

4
巧

dワ釘



-278-

第 1図 大型魚礁，天然礁位置
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